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消
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課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
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山
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費
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機
能
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Ⅰ　

日
本
の
消
費
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス

Ⅱ　

イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
域
内
の
付
加
価
値
税
共
通
ル
ー
ル

Ⅲ　

イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
最
近
の
重
要
判
例

Ⅳ　

日
本
の
「
適
格
請
求
書
」
に
関
す
る
検
討
事
項

Ⅰ　

日
本
の
消
費
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス

日
本
の
消
費
税
制
度
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
拠
ら
な
い
稀
有
な
制
度
と
し
て
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る（（
（

。
正
確
に
言
え
ば
、
仕
入
税
額

控
除
の
要
件
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
保
存
を
求
め
な
い
制
度
を
日
本
が
導
入
し
た
の
は
、
主
と
し
て
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ
る
。
第
一
に
、

日
本
の
消
費
税
は
単
一
税
率
で
あ
る
た
め
、
税
率
や
税
額
を
記
載
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
消
費
税
が
免
除
さ
れ
る
小
規
模
事

業
者
（
消
費
税
法
九
条
一
項
）
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
課
税
事
業
者
の
小
規
模
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
税



一
二
〇

額
控
除
が
で
き
な
い
た
め
に
、
小
規
模
事
業
者
が
事
業
者
間
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
、
第
三
に
、
小
規
模
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
に

つ
い
て
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
控
除
で
き
な
い
税
額
分
が
販
売
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
、
結
果
的
に
最
終
消
費
者
の
負
担
増
に

つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
、
必
ず
し
も
合
理
的
な
も
の
で
は
な
い
。

第
一
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
っ
た
単
一
税
率
の
国
で
も
、
消
費
課
税
導
入
の
当
初
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
が
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
の
仕
入
税
額
控
除
だ
け
の
局
面
で

な
く
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
の
課
税
の
局
面
で
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

第
二
の
理
由
に
つ
い
て
は
、小
規
模
事
業
者
が
発
行
で
き
な
い
の
は
仕
入
税
額
控
除
に
必
須
の
事
項
を
記
載
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
必
須
記
載
事
項
に
は
課
税
事
業
者
を
識
別
す
る
番
号
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
費
税
の
転
嫁
と
仕
入
税
額
控
除
が
で
き

る
課
税
事
業
者
を
識
別
す
る
制
度
の
是
非
の
問
題
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
の
可
否
の
問
題
で
は
な
い（（
（

。

第
三
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
控
除
で
き
な
い
仕
入
税
額
分
を
価
格
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
、
非
課
税
取
引
に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
。

小
規
模
事
業
者
制
度
は
人
的
非
課
税
制
度
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
問
題
は
単
に
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
消
費
課
税
制
度

に
お
け
る
人
的
非
課
税
と
物
的
非
課
税
か
ら
生
じ
る
仕
入
税
額
控
除
遮
断
の
問
題
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
の
問
題
と
し
て
対
処
す
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

消
費
税
率
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
一
〇
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
税
率
引
き
上
げ
時
の
軽
減
税
率（（
（

導

入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
の
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
の
導
入
が
あ
わ
せ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
行
程
表
に
従
え
ば
、
約
七
年
を
か
け
て
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ま
な
お
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に



一
二
一

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

は
根
強
い
反
対
も
多
い
中
で（（
（

、
す
で
に
イ
ン
ボ
イ
ス
を
導
入
し
て
い
る
諸
国
の
状
況
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、

一
九
七
七
年
付
加
価
値
税
指
令
（
い
わ
ゆ
る
「
第
六
次
指
令
」）
を
嚆
矢
と
し
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
組
み
入
れ
た
付
加
価
値
税
（
消
費
税
）
の

共
通
ル
ー
ル
を
運
用
し
て
き
た
Ｅ
Ｕ
の
経
験
か
ら
は
、
消
費
課
税
制
度
に
お
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
、
ま
た
、

現
場
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
め
ぐ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
日
本
の
消
費
税
は
、
一
九
八
八
年
四
月
か
ら
の
導
入
に
際
し
て
、
ま
た
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
税
率
一
〇
％

へ
の
引
き
上
げ
を
め
ぐ
る
議
論
に
際
し
て
、
常
に
Ｅ
Ｕ
域
内
の
付
加
価
値
税
制
度
を
参
考
に
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
域
内
の
現
行
共
通
ル
ー
ル
（
二
〇
〇
六
年
付
加
価
値
税
指
令（

（
（

、
以
下
「
付
加
価
値
税
指
令
」
と
い
う
）

に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
連
す
る
規
定
を
整
理
し
て
検
討
す
る（
本
稿
Ⅱ
）。そ
し
て
、イ
ン
ボ
イ
ス
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
、

Ｅ
Ｕ
の
司
法
機
関
で
あ
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
重
要
判
決
を
検
討
す
る
（
本
稿
Ⅲ
）（

（
（

。
付
加
価
値
税
指
令
は
、
加
盟
国
に
対
し
て
直
接
的
効

力
は
な
い
が
、
加
盟
国
は
付
加
価
値
税
指
令
に
沿
っ
た
国
内
立
法
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
国
内
裁
判
所
で
指
令
の

解
釈
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
い
っ
た
ん
訴
訟
手
続
を
停
止
し
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
て
そ
の
解
釈
（
先
決
裁
定 prelim

inary 

ruling

）
を
求
め
る
（
９
）。

Ⅱ　

イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
域
内
の
付
加
価
値
税
共
通
ル
ー
ル

1　

仕
入
税
額
控
除
請
求
権
と
イ
ン
ボ
イ
ス

Ｅ
Ｕ
域
内
の
付
加
価
値
税
共
通
ル
ー
ル（（（
（

に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
前
提
と
な
る
仕
入
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
付
加
価
値
税
指
令
一
六
八



一
二
二

条
は
、
納
税
義
務
者
の
請
求
権
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
同
指
令
一
七
八
条
は
、
こ
の
請
求
権
を
行
使
す
る
要
件
と
し
て
、
所
定

の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
を
定
め
て
い
る
。

付
加
価
値
税
指
令
一
六
八
条

物
品・サ
ー
ビ
ス
が
納
税
義
務
者（taxable person

）の
課
税
取
引
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、当
該
納
税
義
務
者
は
、

当
該
取
引
を
行
っ
た
加
盟
国
国
内
に
お
い
て
、
自
ら
が
納
税
義
務
を
負
う
税
額
か
ら
以
下
の
税
額
を
控
除
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ａ
項　

他
の
事
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
又
は
行
わ
れ
る
べ
き
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
つ
い
て
、
当
該
加
盟
国
で
納
付
す
べ
き
又

は
納
付
し
た
税
額

付
加
価
値
税
指
令
一
七
八
条

控
除
権
（the right of deduction

）
を
行
使
す
る
た
め
に
、
納
税
義
務
者
は
以
下
の
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ａ
項　

一
六
八
条
ａ
項
に
よ
る
控
除
を
行
う
た
め
、
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
関
し
て
、
本
指
令
二
一
九
ａ
条
か
ら
二
四
〇
条
の

規
定
に
従
っ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
記
両
規
定
に
お
け
る
「
納
税
義
務
者
」
は
、
同
指
令
九
条
一
項
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。



消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

一
二
三

付
加
価
値
税
指
令
九
条
一
項

「
納
税
義
務
者
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
を
独
立
し
て（（（
（

行
う
者
を
い
い
、
そ
の
目
的
や
成
果
を
問
わ
な
い
。

製
造
者
、
ト
レ
ー
ダ
ー
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
は
、
採
掘
作
業
、
農
作
業
お
よ
び
職
業
活
動
を
含
め
て
、「
経

済
活
動
」
と
み
な
さ
れ
る
。

右
記
一
七
八
条
ａ
項
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
の
必
須
記
載
事
項
は
、
同
指
令
二
二
六
条
に
定
め
る
各
事
項
を
い
う（（（
（

。

付
加
価
値
税
指
令
二
二
六
条

本
指
令
に
別
段
の
定
め
が
な
い
か
ぎ
り
、
付
加
価
値
税
に
関
し
て
二
二
〇
条
お
よ
び
二
二
一
条
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
に
お
い
て
は
、
下
記
の
項
目
の
み
が
求
め
ら
れ
る
。

1　

発
行
日

2　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
固
有
に
識
別
で
き
る
、
一
ま
た
は
複
数
の
系
統
に
基
づ
く
通
し
番
号

3　

納
税
義
務
者
が
物
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
行
う
際
に
、
本
指
令
二
一
四
条（（（
（

に
よ
っ
て
付
番
さ
れ
た
課
税
事
業
者
番
号

4　

顧
客
が
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
領
す
る
際
に
、
ま
た
は
本
指
令
一
三
八
条（（（
（

に
定
め
る
物
品
を
受
領
す
る
際
に
、
本
指
令
二
一
四

条
に
よ
っ
て
付
番
さ
れ
た
課
税
事
業
者
番
号

5　

納
税
義
務
者
お
よ
び
顧
客
の
氏
名
お
よ
び
住
所

6　

供
給
さ
れ
る
物
品
の
数
量
お
よ
び
名
称
、
な
ら
び
に
供
給
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
と
性
質



一
二
四

7　

物
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
行
わ
れ
た
日
、
ま
た
は
本
指
令
二
二
〇
条
四
号
・
五
号
に
定
め
る
勘
定
の
支
払
い
が
な
さ
れ

た
日
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
日
と
異
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
支
払
日

7
ａ　

本
指
令
六
六
条
ｂ
号
に
よ
り
事
前
の
支
払
い
を
受
け
る
時
点
で
付
加
価
値
税
が
課
税
適
状
と
な
り
、
そ
の
時
点
で
控
除
権
が

発
生
す
る
場
合
に
、「
現
金
勘
定
」
の
記
載

8　

税
率
ま
た
は
非
課
税
ご
と
の
課
税
標
準
、
税
抜
き
単
価
、
お
よ
び
値
引
き
ま
た
は
払
戻
し
の
金
額
が
単
価
に
含
ま
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
当
該
金
額

9　

適
用
税
率

10　

納
付
税
額
、
た
だ
し
本
指
令
に
よ
っ
て
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
よ
る
。

10
ａ　

供
給
者
で
な
く
受
領
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、「
仕
入
明
細
書
」
の
記
載

11　

非
課
税
の
場
合
、
本
指
令
に
お
け
る
適
用
条
文
、
こ
れ
に
対
応
す
る
国
内
法
の
適
用
条
文
、
ま
た
は
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
示
す
そ
の
他
の
証
拠
文
書

11
ａ　

顧
客
が
納
付
義
務
を
負
う
場
合
、「
リ
バ
ー
ス
・
チ
ャ
ー
ジ
」
の
記
載

12　

本
指
令
一
三
八
条
一
項
・
二
項
ａ
号
に
よ
る
新
規
の
輸
送
手
段
の
供
給
（supply of a new

 m
eans of transport

）（
（（
（

の
場
合
、

本
指
令
二
条
二
項
ｂ
号
の
分
類
の
該
当
項
目

13　

旅
行
代
理
業
に
関
す
る
マ
ー
ジ
ン
・
ス
キ
ー
ム（（（
（

を
適
用
す
る
場
合
に
は
、「
旅
行
代
理
に
か
か
る
マ
ー
ジ
ン
・
ス
キ
ー
ム
」
の

記
載

14　

中
古
品
、
芸
術
品
、
収
集
品
お
よ
び
骨
董
品
に
適
用
さ
れ
る
特
別
措
置
の
一
つ
を
適
用
す
る
場
合
、「
中
古
品
、
芸
術
品
、
収



一
二
五

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

集
品
お
よ
び
骨
董
品
に
か
か
る
マ
ー
ジ
ン
・
ス
キ
ー
ム
」
の
記
載

15　

付
加
価
値
税
の
納
付
義
務
者
が
本
指
令
二
〇
四
条
に
定
め
る
納
税
代
理
人
（tax representative

）
で
あ
る
場
合
、
本
指
令

二
一
四
条
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
当
該
納
税
代
理
人
の
課
税
事
業
者
番
号
に
加
え
、
氏
名
お
よ
び
住
所

イ
ン
ボ
イ
ス
の
前
提
と
な
る
仕
入
税
額
控
除
に
関
す
る
右
記
規
定
と
日
本
の
消
費
税
法
の
関
係
規
定
を
比
較
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、

主
と
し
て
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。

第
一
に
、
日
本
の
仕
入
税
額
控
除
に
関
す
る
同
法
三
〇
条
一
項
の
規
定
（「
事
業
者
が
国
内
に
お
い
て
行
う
課
税
仕
入
れ
…
に
つ
い
て
は
、
課

税
標
準
額
に
対
す
る
消
費
税
額
か
ら
…
課
税
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
の
合
計
額
を
控
除
す
る
」）
か
ら
は
、
仕
入
税
額
控
除
が
納
税
義
務
者
の
権

利
な
の
か
、
課
税
権
者
の
義
務
な
の
か
、
納
税
額
を
算
出
す
る
た
め
の
計
算
要
素
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
域
内
の

共
通
ル
ー
ル
で
は
、
こ
れ
を
納
税
義
務
者
の
権
利
（
請
求
権
）
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
法
的
地
位
の
保
証
を
加
盟

国
に
義
務
づ
け
て
い
る
。

第
二
に
、納
税
義
務
者
の
定
義
に
つ
い
て
日
本
の
消
費
税
法
で
は
「
事
業
者
（
個
人
事
業
者
お
よ
び
法
人
）」（
同
法
五
条
一
項
・
二
条
一
項
四
号
）

と
し
、
所
得
税
法
や
法
人
税
法
と
連
動
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
で
は
、
そ
の
活
動
の
目
的
や
成
否
を
問

わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
行
う
者
を
い
い
、
所
得
課
税
に
お
け
る
事
業
者
よ
り
も
広
い
概
念
を
と
っ
て
い
る
。

2　

付
加
価
値
税
の
納
税
義
務
の
成
立
時
期
と
仕
入
税
額
控
除
権
の
行
使
時
期

消
費
税
（
付
加
価
値
税
）
の
シ
ス
テ
ム
は
、
課
税
事
業
者
の
売
上
げ
局
面
で
の
税
額
転
嫁
─
課
税
権
者
か
ら
み
れ
ば
課
税
─
と
、
当
該



一
二
六

事
業
者
の
仕
入
れ
局
面
で
の
税
額
控
除
に
よ
り
稼
働
す
る
。
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
に
お
い
て
、
課
税
事
業
者
の
納
税
義
務
の
成
立
時

期
に
つ
い
て
は
付
加
価
値
税
指
令
六
三
条
、
仕
入
税
額
控
除
権
の
行
使
時
期
に
つ
い
て
は
同
指
令
一
六
七
条
の
定
め
に
よ
る
。

付
加
価
値
税
指
令
六
三
条

物
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
供
給
さ
れ
た
時
点
で
、
課
税
事
実
（chargeable event

）（
（（
（

は
発
生
し
、
付
加
価
値
税
は
課
税
適
状
に
な
る
。

付
加
価
値
税
指
令
一
六
七
条

控
除
権
は
、
控
除
対
象
の
付
加
価
値
税
が
課
税
適
状
に
な
っ
た
時
点
で
発
生
す
る
。

日
本
の
消
費
税
法
に
お
け
る
国
内
取
引
の
納
税
義
務
の
成
立
時
期
と
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
に
お
け
る
そ
れ
と
を
比
べ
る
と
、
日
本

の
規
定
で
も
「
課
税
資
産
の
譲
渡
等
…
を
し
た
時
」（
国
税
通
則
法
一
五
条
二
項
七
号
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
と
変

わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
の
行
使
時
期
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
で
は
、
控
除
対
象
で
あ
る
仕
入
取
引
に
つ

い
て
、
そ
の
仕
入
先
事
業
者
に
お
い
て
当
該
取
引
の
納
税
義
務
が
成
立
し
た
時
点
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
仕
入
先
事
業
者
に
お
い
て
課
税

適
状
に
な
っ
た
時
点
で
、
直
ち
に
控
除
権
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
即
時
の
控
除
」（im

m
ediate deduction

）
と
、
課

税
事
業
者
が
仕
入
れ
で
負
担
し
た
税
額
は
原
則
と
し
て
全
額
控
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
完
全
な
控
除
（full deduction

）」

と
を
併
せ
て
、「
完
全
か
つ
即
時
の
控
除
」
が
Ｅ
Ｕ
域
内
共
通
ル
ー
ル
の
仕
入
税
額
控
除
の
大
原
則
と
な
っ
て
い
る
。



一
二
七

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
消
費
税
法
で
は
、
仕
入
税
額
控
除
を
そ
も
そ
も
権
利
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
な
い
た
め
に
、
請
求
権
の
行
使
時

期
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
確
定
申
告
に
関
す
る
規
定
（
消
費
税
法
四
五
条
一
項
）
に
お
い
て
、
事
業
者
は
課
税
期
間
中
に
国
内
で
行
っ
た

課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
課
税
標
準
の
合
計
額
（
課
税
標
準
額
）（

（（
（

に
対
す
る
消
費
税
額
と
、
当
該
課
税
期
間
中
に
国
内
で
行
っ
た
課
税

仕
入
れ
に
係
る
支
払
対
価
の
金
額
に
一
〇
八
分
の
六
・
三（（（
（

を
乗
じ
た
金
額
（
同
法
三
〇
条
一
項
）
を
記
載
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

3　

税
収
確
保
の
た
め
の
規
定

Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
の
も
と
で
は
、
付
加
価
値
税
指
令
九
条
の
要
件
を
充
足
す
る
課
税
事
業
者
は
、
同
指
令
二
二
六
条
の
必
須
記

載
事
項
を
充
足
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
直
ち
に
仕
入
税
額
控
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
控
除
対
象
の
取
引
が
課
税

適
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
要
件
に
す
る
も
の
の
（
同
指
令
一
六
七
条
）、
そ
れ
が
納
税
済
み
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
取
引
の
売
上
げ
側
で
納
税
さ
れ
ず
に
、
仕
入
れ
側
で
税
額
控
除
が
行
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
税

収
確
保
の
た
め
に
付
加
価
値
税
指
令
二
〇
三
条
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

付
加
価
値
税
指
令
二
〇
三
条

イ
ン
ボ
イ
ス
に
税
額
を
記
載
し
た
者
に
よ
り
、
付
加
価
値
税
は
納
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
規
定
に
よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
に
氏
名
・
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
者
は
、
そ
の
者
が
法
的
に
は
納
税



一
二
八

義
務
者
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
納
付
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅲ　

イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
最
近
の
重
要
判
例

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
で
、
付
加
価
値
税
を
最
も
早
く
導
入
し
た
の
が
デ
ン
マ
ー
ク
（
一
九
六
七
年
）
で
、
翌
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド

イ
ツ
が
導
入
し
、
一
九
七
七
年
に
は
付
加
価
値
税
の
域
内
協
調
を
め
ざ
す
指
令
（
第
六
次
指
令
）
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
半
世
紀
近

い
付
加
価
値
税
の
歴
史
の
中
で
、
付
加
価
値
税
に
関
す
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
は
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
七
〇
〇
件
を

超
え
る（（（
（

。

本
稿
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
と
仕
入
税
額
控
除
と
の
関
係
に
つ
い
て
判
示
さ
れ
た
「Léa Jorion

事
件
」、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
重
要

判
決
と
さ
れ
て
い
る
「Polski T

aw
ertyn
事
件
」、「T

róth

事
件
」
お
よ
び
「Rusedespred

事
件
」
の
四
判
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1　

イ
ン
ボ
イ
ス
と
仕
入
税
額
控
除
の
関
係
─
「Léa Jorion

事
件
」

仕
入
税
額
控
除
と
イ
ン
ボ
イ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「Léa Jorion

事
件
」（
欧
州
司
法
裁
判
所
一
九
八
八
年
七
月
一
四
日
判
決
）（

（（
（

に
お
け

る
法
務
官
意
見
書
（
一
九
八
八
年
五
月
三
一
日
）（

（（
（

に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

「
ル
ー
ル
通
り
に
作
成
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
仕
入
税
額
控
除
権
の
入
場
券
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
後
に
税
務
当
局

か
ら
誤
り
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
が
ル
ー
ル
通
り
に
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
取
引
は
間
違
い
な
く
行



一
二
九

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

わ
れ
た
こ
と
、
自
分
が
負
担
し
た
『
仕
入
税
額
』
に
つ
い
て
仕
入
先
事
業
者
が
売
上
げ
に
か
か
る
消
費
税
と
し
て
計
算
し
て
い
る
こ

と
を
、
納
税
者
が
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
取
引
実
体
の
観
点
か
ら
み
て
不
完
全
な
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
に
関
す
る
不
利
益
を
負
う
の
は
当
該
納
税
者
で
あ
る
。」（

（（
（

こ
の
事
件
は
、中
古
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
在
住
のJorion

夫
人
が
、仕
入
先（
多
く
は
、自
家
用
車
の
売
却
を
希
望
す
る
個
人
ユ
ー

ザ
ー
と
思
わ
れ
る
）
か
ら
受
領
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
を
用
い
て
仕
入
税
額
控
除
を
請
求
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
不
備
な

ど
を
理
由
に
、
税
務
当
局
が
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
夫
人
が
国
内
裁
判
所
に
提
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の

国
内
法
に
よ
れ
ば
、
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
と
し
て
、
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
（
当
時
は
「
第
六
次
指
令
」）
が
定
め
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
必
須

記
載
事
項
に
加
え
て
、「
取
引
台
帳
の
通
し
番
号
」
の
記
載
も
必
須
事
項
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
夫
人
の
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
こ
の
記
載

が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
仕
入
税
額
控
除
が
税
務
当
局
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

こ
の
事
件
で
は
、
付
加
価
値
税
の
共
通
ル
ー
ル
に
服
す
る
加
盟
国
が
そ
の
国
内
法
で
共
通
ル
ー
ル
に
な
い
仕
入
税
額
控
除
要
件
を
付
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
、
Ｅ
Ｕ
法
と
国
内
法
と
の
関
係
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ

う
な
判
断
を
示
し
た
。

「
第
六
次
指
令
二
二
条
八
項
は
、『
加
盟
国
は
適
正
な
課
税
・
徴
収
や
脱
税
防
止
の
た
め
に
、［
仕
入
税
額
控
除
に
関
し
て
］
追
加

の
義
務
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
』
と
し
て
い
る
。
…
し
か
し
な
が
ら
、
第
六
次
指
令
が
定
め
る
記
載
事
項
以
上
の
特
段
の
記
載
事
項

を
求
め
る
こ
と
は
、
付
加
価
値
税
の
適
正
な
課
税
・
徴
収
の
確
保
お
よ
び
税
務
当
局
の
許
容
さ
れ
る
監
視
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
限



一
三
〇

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（

（（
（

右
記
の
法
務
官
意
見
と
判
決
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
Ｅ
Ｕ
法
に
関
す
る
問
題
に
は
触
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
日
本
の
仕
入
税
額
控
除
と
イ
ン

ボ
イ
ス
と
の
関
係
に
あ
て
は
め
て
考
え
る
と
き
に
、
次
の
よ
う
な
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
は
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
の
入
場
券
」
と
い
う
思
考
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
課
税
事
業
者
か
ら
の
課
税
仕
入

れ
が
真
実
行
わ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
仕
入
税
額
控
除
の
実
体
要
件
と
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
税
務
当
局
に
よ
る
事
後
の
調
査
を
留
保
し

た
う
え
で
、そ
の
保
存
が
仕
入
税
額
控
除
の
手
続
要
件
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
当
該
イ
ン
ボ
イ
ス
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

そ
の
課
税
仕
入
れ
が
真
実
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て（（（
（

、
仕
入
税
額
控
除
を
求
め
る
事
業
者
側
に
立
証
責
任
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
の
不
備
は
、
課
税
仕
入
れ
の
実
体
の
証
明
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
必
須
記
載
事
項
は
、
適
正
な
課
税
・
徴
収
や
脱
税
の
防
止
の
目
的
上
必
要
な
限
度
に
と
ど
め
ら
れ
る
べ
き
で
、

商
慣
習
を
超
え
て
過
重
な
記
載
事
項
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

2　

イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
と
仕
入
税
額
控
除
権
者
の
関
係
─
「Polski T

aw
ertyn

事
件
」

前
述
の
「「Léa Jorion

事
件
」
の
法
務
官
意
見
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
は
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
の
入
場
券
」
と
い
う
考
え
を
踏
ま
え
る
と
、

イ
ン
ボ
イ
ス
に
記
載
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
が
真
に
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
者
で
あ
る
か
ど
う
か
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
が
争
わ
れ
た
、「Polski T

aw
ertyn

事
件
」（
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
一
二
年
三
月
一
日
判
決
）（

（（
（

を
検
証
す
る
。



一
三
一

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

【
事
実
】

二
〇
〇
七
年
四
月
、ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
に
お
い
て
個
人
ら
（
組
合
設
立
後
は
組
合
員
）
に
よ
っ
てPolski T

aw
ertyn

組
合
（
以
下
「Polski

組
合
」
と
い
う
）
が
設
立
さ
れ
、
同
年
六
月
に
登
記
を
完
了
し
た
。
設
立
に
携
わ
っ
た
公
証
人
よ
りPolski

組
合
を
名
宛
と
し
た
イ
ン
ボ

イ
ス
が
発
行
さ
れ
た
。

税
務
当
局
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の
う
ち
二
通
に
つ
い
て
仕
入
税
額
控
除
を
否
認
し
た
。
一
通
は
、
組
合
設
立
準
備
と
し
て
の
現

物
出
資
の
た
め
の
不
動
産
取
得
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
税
務
当
局
は
、
当
該
不
動
産
の
取
得
者
をPolski

組
合
で
な
く
、
将
来
組
合
員

と
な
る
予
定
の
個
人
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
も
う
一
通
に
つ
い
て
は
、
そ
の
日
付
がPolski

組
合
登
記
前
で
あ
っ
て
、
そ
の
日
付
時
点
で

はPolski

組
合
は
存
在
し
て
い
な
い
と
認
定
し
た
。

Polski

組
合
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
国
内
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。
提
訴
を
受
け
た
国
内
裁
判
所
は
、
以
下
の
点
の
解
釈
に
つ
き
、
欧

州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
て
先
決
裁
定
を
求
め
た
。

【
付
託
事
項
】

①　

組
合
設
立
後
に
組
合
員
と
な
る
個
人
が
組
合
の
正
式
登
記
前
に
投
資
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
付
加
価
値
税
指
令
九
条
お
よ
び
一
六
八

条
（
（（
（

の
規
定
に
よ
り
、
組
合
設
立
の
た
め
に
行
っ
た
課
税
取
引
で
生
じ
た
費
用
に
か
か
る
仕
入
税
額
と
し
て
、
組
合
が
控
除
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

②　

イ
ン
ボ
イ
ス
の
名
宛
人
は
組
合
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
右
記
投
資
費
用
に
か
か
る
仕
入
税
額
の
請
求
権
は
否
認
さ
れ

る
か
。

【
先
決
裁
定
】



一
三
二

ま
ず
、
付
託
事
項
①
に
つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
現
物
出
資
は
非
課
税
取
引
で
あ
る
か
ら
、
個
人
（
将
来
の
組
合
員
）
に
つ
い
て
仕

入
税
額
控
除
請
求
権
は
発
生
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
付
加
価
値
税
指
令
九
条
お
よ
び
一
六
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る

べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

「
当
裁
判
所
の
判
断
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
仕
入
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
税
負
担
に
関
す
る
付
加
価
値
税
の
中
立
原
則
に
よ
れ

ば
、
事
業
を
始
め
る
た
め
の
初
期
投
資
に
か
か
る
費
用
は
経
済
活
動
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
財
産
が
実
際
に
利
用
さ
れ
る

ま
で
は
経
済
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
る
の
は
、
中
立
原
則
に
反
す
る
。
不
動
産
が
実
際
に
利
用
さ
れ
る
前
に
生
じ
る
投
資
費

用
と
、
利
用
に
供
さ
れ
て
か
ら
生
じ
る
費
用
と
の
間
の
恣
意
的
な
差
別
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
不
動
産
の
将
来
の
利
用

に
緊
密
に
関
連
し
、
か
つ
そ
れ
に
必
要
な
投
資
取
引
を
行
う
者
は
、
付
加
価
値
税
指
令
に
お
け
る
納
税
義
務
者
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」（

（（
（

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
本
件
事
実
に
あ
て
は
め
て
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。

「
本
件
の
事
実
関
係
の
も
と
で
は
、
組
合
の
登
記
お
よ
び
付
加
価
値
税
登
録
前
に
、
組
合
に
よ
る
将
来
の
不
動
産
利
用
に
必
要
な

投
資
を
行
っ
た
の
は
組
合
員
で
あ
り
、
当
該
組
合
員
が
納
税
義
務
者
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
権
者
も
原
則

と
し
て
彼
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、組
合
員
に
よ
る
組
合
へ
の
現
物
出
資
が
付
加
価
値
税
に
つ
い
て
非
課
税
で
あ
る
と
い
う
事
実
、

ま
た
、
本
件
組
合
員
が
本
件
取
引
に
つ
い
て
付
加
価
値
税
を
納
付
し
て
い
な
い
事
実
か
ら
、
彼
ら
に
税
額
控
除
を
認
め
な
い
こ
と
で
、



一
三
三

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

彼
ら
の
経
済
活
動
か
ら
生
じ
た
付
加
価
値
税
の
負
担
を
彼
ら
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。」（

（（
（

次
に
付
託
事
項
②
に
つ
い
て
は
、
仕
入
税
額
控
除
が
付
加
価
値
税
制
度
の
核
心
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
直

ち
に
実
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
を
示
し
た
。

「
仕
入
税
額
控
除
権
の
形
式
要
件
（form

al requirem
ent

）
に
つ
い
て
は
、
付
加
価
値
税
指
令
一
七
八
条
ａ
項
よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス

の
保
存
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
…
指
令
二
二
六
条
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
、
そ
の
発
行
日
、
納
税
義
務
者
と
そ
の

顧
客
の
氏
名
と
住
所
の
明
記
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
…
こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
納
税
義
務
者
が
実
体
要
件
（substantive 

requirem
ent

）
を
充
足
し
て
い
る
場
合
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
形
式
要
件
を
充
足
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

仕
入
税
額
控
除
を
認
め
る
こ
と
が
中
立
原
則
の
求
め
る
も
の
で
あ
る
。」（

（（
（

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
本
件
事
実
に
あ
て
は
め
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
示
し
た
。

「
指
令
一
六
八
条
ａ
項
の
実
体
要
件
を
充
足
し
て
い
る
限
り
、
当
該
取
引
が
真
に
課
税
取
引
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
限
り
、Polski

組
合
は
不
動
産
取
得
に
つ
い
て
生
じ
た
付
加
価
値
税
に
つ
い
て
仕
入
税
額
控
除
権
を
行
使
で
き
る
。
本
件
に
お
い
てPolski

組
合
に

仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
日
付
時
点
で
は
組
合
は
ま
だ
登
記
や
課
税
事
業
者
登
録
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
が
組
合
員
宛
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
…
こ
れ
は
端
的
に
、
法
的
評
価
の
問
題



一
三
四

で
あ
る
。」（

（（
（

＊
判
決
中
の
傍
線
は
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
で
は
、
結
論
と
し
てPolski

組
合
に
よ
る
請
求
権
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
重
要
な
の
は
、
仕
入
税
額
控
除
の
中
立
原
則
と
、

仕
入
税
額
控
除
が
付
加
価
値
税
制
度
の
核
心
で
あ
っ
て
原
則
と
し
て
制
約
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

付
加
価
値
税
の
「
中
立
原
則
」
と
は
、
事
業
者
が
仕
入
段
階
で
負
担
し
た
税
額
が
、
完
全
か
つ
即
時
の
仕
入
税
額
控
除
に
よ
っ
て
、
当

該
事
業
者
の
コ
ス
ト
に
な
ら
な
い
こ
と
を
い
う（（（
（

。
制
度
の
根
幹
で
あ
る
仕
入
税
額
控
除
に
対
す
る
制
約
へ
の
抑
制
は
、
本
稿
で
以
下
に
お

い
て
取
り
扱
う
判
例
で
も
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
件
で
、
仕
入
税
額
控
除
を
請
求
す
る
事
業
者
に
と
っ
て
の
仕
入
れ
が
、
課
税
事
業
者
に
よ
る
課
税
仕
入
れ
で
あ
る
こ
と
を
「
実
体
要

件
」
と
し
、法
定
要
件
を
充
足
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
を
「
手
続
要
件
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
受
領
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
は
、
当
該
取
引
に
つ
い
て
負
担
し
た
付
加
価
値
税
に
つ
い
て
仕

入
税
額
控
除
請
求
権
を
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
取
引
実
体
に
対
す
る
税
務
当
局
の
事
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
当
該
取
引
の
実
体
か
ら
み
て

物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
真
の
受
領
者
と
み
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
受
領
者
の
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

3　

不
適
格
事
業
者
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
─
「T

róth
事
件
」

上
述
の
「Polski T

aw
ertyn

事
件
」
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
受
領
者
の
特
定
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
側
に
課
税
事

業
者
適
格
を
欠
く
こ
と
が
事
後
に
判
明
し
た
場
合
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
の
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
の
可
否
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う



一
三
五

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

か
。こ

の
問
題
が
争
わ
れ
た
、「T

róth

事
件
」（
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
一
二
年
九
月
六
日
判
決
）（

（（
（

を
検
証
す
る
。

【
事
実
】

二
〇
〇
七
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
建
築
業
者
で
あ
るT

róth

氏
は
、
事
業
者
（
課
税
事
業
者
）
か
ら
建
築
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
建
築
工
事

の
一
部
を
個
人
事
業
者
Ｍ
氏
に
委
託
し
た
。T

róth

氏
と
Ｍ
氏
の
契
約
上
、
Ｍ
氏
に
は
作
業
の
報
告
と
建
設
完
了
証
明
書
の
発
行
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
Ｍ
氏
は
、
八
人
か
ら
一
四
人
の
職
人
を
使
っ
て
作
業
を
完
成
さ
せ
、
作
業
完
了
証
明
書
お
よ
び
イ
ン
ボ
イ
ス
二
〇
通

をT
róth

氏
に
交
付
し
た
。

T
róth

氏
は
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
り
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
を
行
使
し
た
と
こ
ろ
、
税
務
当
局
か
ら
こ
れ
を
否
認
さ
れ
た
。
そ
の

理
由
は
、
Ｍ
氏
が
二
〇
〇
三
年
以
降
、
被
用
者
へ
の
給
与
な
ど
に
関
す
る
申
告
納
税
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
〇

日
付
け
で
そ
の
事
業
資
格
が
取
り
消
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
以
降
、
Ｍ
氏
は
課
税
事
業
者
で
な
く
、
こ
の
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
イ
ン
ボ

イ
ス
に
よ
る
仕
入
税
額
控
除
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
処
分
を
不
服
と
し
たT

róth

氏
は
、
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
第
二
審
裁
判
所
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
者
の
課
税
事
業
者
剝
奪
に

よ
っ
て
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
が
制
約
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
の
解
釈
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
先
決
裁
定
を

求
め
た
。

【
付
託
事
項
】

①　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
事
業
者
が
、
契
約
の
履
行
ま
た
は
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
前
に
事
業
者
資
格
を
剝
奪
さ
れ
た
場
合
、
イ
ン
ボ
イ



一
三
六

ス
の
受
領
者
は
仕
入
税
額
控
除
権
の
行
使
は
で
き
な
い
と
い
う
法
律
解
釈
は
、
中
立
原
則
に
反
す
る
か
。

②　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
た
事
業
者
が
そ
の
被
用
者
に
つ
い
て
の
申
告
を
せ
ず
に
（
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
状
態
）、
そ
れ
を

税
務
当
局
が
把
握
す
る
こ
と
で
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
が
仕
入
税
額
控
除
権
を
剝
奪
さ
れ
る
場
合
、
中
立
原
則
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
べ
き
か
。

【
先
決
裁
定
】

ま
ず
、
付
託
事
項
①
に
つ
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
仕
入
税
額
控
除
制
度
が
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
付
加
価
値
税
共
通
シ
ス

テ
ム
の
根
幹
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
な
ん
ら
の
制
約
な
く
、
直
ち
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な

判
断
を
示
し
た
。

「
控
除
制
度
は
、
事
業
者
が
そ
の
経
済
活
動
に
お
い
て
負
担
し
た
、
ま
た
は
負
担
す
べ
き
付
加
価
値
税
の
税
負
担
を
除
去
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
付
加
価
値
税
の
共
通
シ
ス
テ
ム
は
、
す
べ
て
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
や
結
果
を
問
わ
ず
、

当
該
経
済
活
動
が
課
税
対
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
課
税
中
立
性
を
確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
控
除
権
の
適
用
要
件
（m

aterial 

condition

）
に
関
し
て
、
一
六
八
条
ａ
項
に
よ
り
、
控
除
権
に
か
か
る
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
課
税
事
業
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
者
の

課
税
対
象
と
な
る
売
上
げ
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
本
件
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
本
件
サ
ー
ビ
ス

は
、T

róth

の
課
税
売
上
げ
の
た
め
に
、T

róth

氏
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。」（

（（
（

ま
た
、
付
加
価
値
税
共
通
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
納
税
義
務
者
」
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。



一
三
七

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

「
付
加
価
値
税
指
令
九
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
を
、
そ
の
目
的
や
結
果
を
問
わ
ず
経
済
活

動
を
行
う
者
が
『
納
税
義
務
者
』
で
あ
る
。
同
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
製
造
者
、
ト
レ
ー
ダ
ー
、
採
掘
、
農
作
業
、
専
門
家
活
動
を
含

む
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
『
経
済
活
動
』
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
納
税
義
務
者
』
の
定
義
は
、
実
質
的
に

判
断
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
広
い
。
他
方
で
、
納
税
義
務
者
の
地
位
を
九
条
一
項
が
当
局
の
許
可
や
認
可
に
か
か
ら
し
め
て
い
な
い

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。」（

（（
（

そ
し
て
納
税
義
務
者
と
課
税
事
業
者
識
別
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。

「
付
加
価
値
税
指
令
二
一
三
条
一
項
は
、
す
べ
て
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
そ
の
活
動
の
開
始
・
変
更
・
取
り
や
め
に
際
し
て
の

申
告
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
付
加
価
値
税
を
円
滑
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
申
告
の
重
要
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
指

令
二
一
三
条
が
付
加
価
値
税
指
令
第
一
一
編
「
識
別
制
度
」
の
第
二
章
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
九
条
一
項
の
い
う

納
税
義
務
者
の
地
位
に
つ
い
て
追
加
的
要
件
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
…
ま
た
、
同
指
令
二
二
六
条
が
必
須
記

載
項
目
と
す
る
す
べ
て
の
情
報
、
と
く
に
イ
ン
ボ
イ
ス
作
成
者
の
課
税
事
業
者
識
別
に
つ
い
て
の
情
報
す
べ
て
が
イ
ン
ボ
イ
ス
に
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
課
税
事
業
者
登
録
を
し
て
い
な
い
納
税
義
務
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
イ
ン

ボ
イ
ス
受
領
者
は
控
除
権
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」（

（（
（

付
託
事
項
②
に
つ
い
て
同
裁
判
所
は
、
先
例（（（
（

に
拠
り
、
脱
税
や
租
税
回
避
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
仕
入
税
額
控
除
の
制
約
が
あ
る
と
し



一
三
八

た
う
え
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

「
税
務
当
局
が
客
観
的
な
証
拠
に
基
づ
き
、
仕
入
税
額
控
除
を
請
求
す
る
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
ま
た
は
一
連
の
取
引
に

か
か
わ
る
他
の
事
業
者
の
脱
税
行
為
を
知
っ
て
い
た
か
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
税
務
当
局
が
そ
の
納
税
者

に
仕
入
税
額
控
除
を
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
…
し
た
が
っ
て
、
付
加
価
値
税
指
令
の
解
釈
と
し
て
、
取
引
が
当
該
発
行
者
の

脱
税
行
為
に
か
か
る
も
の
で
、
当
該
発
行
者
が
被
用
者
に
関
す
る
申
告
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
税
務
当
局

が
納
税
義
務
者
の
仕
入
税
額
控
除
権
を
剝
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
税
務
当
局
が
仕
入
税
額
控
除
を
認
め
な
い
と
き
に
は
、
客
観

的
証
拠
に
よ
り
、
仕
入
税
額
控
除
に
か
か
る
取
引
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
ま
た
は
一
連
の
取
引
に
介
在
し
て
い
る
別
の
事
業
者
に
よ

る
脱
税
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
当
該
納
税
義
務
者
が
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」（

（（
（

     

＊
判
決
中
の
傍
線
は
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

本
判
決
で
注
目
す
べ
き
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
付
加
価
値
税
制
度
に
お
け
る
事
業
者
概
念
を
付
加
価
値
税
指
令
九
条
の
「
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
を
、
そ

の
目
的
や
結
果
を
問
わ
ず
経
済
活
動
を
行
う
者
」
と
い
う
定
義
か
ら
、
許
可
、
認
可
、
課
税
事
業
者
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
広
く

と
ら
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、「
納
税
義
務
者
」
の
定
義
は
付
加
価
値
税
指
令
九
条
に
よ
る
も
の
で
、
課
税
事
業
者
番
号
の
重
要
性
は
強
調
し
つ
つ
、
こ
の



一
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消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

識
別
番
号
制
度
の
付
加
価
値
税
指
令
の
中
で
の
位
置
か
ら
い
っ
て
、
納
税
義
務
者
の
定
義
に
追
加
要
件
を
課
す
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
課
税
取
引
が
行
わ
れ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
課
税
事
業
者
と
し
て
の
事
業
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
る
限
り
、
原
則
、
そ
の

受
領
者
の
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
は
確
保
さ
れ
る
。

第
三
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
の
課
税
事
業
者
適
格
が
問
わ
れ
る
場
合
、
こ
れ
は
と
く
に
脱
税
ス
キ
ー
ム
に
か
ら
ん
だ
一
連
の
取
引
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、イ
ン
ボ
イ
ス
の
受
領
者
が
発
行
者
の
不
適
格
性
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
か
、ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
は
、
税
務
当
局
が
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

4　

仕
入
税
額
控
除
が
否
認
さ
れ
た
と
き
の
課
税
の
調
整
─
「Rusedespred

事
件
」

課
税
事
業
者
間
で
課
税
取
引
が
行
わ
れ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
発
行
さ
れ
る
場
合
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
側
に
は
納
税
義
務
が
、
イ
ン
ボ
イ

ス
受
領
者
側
に
は
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
が
発
生
す
る
が
、
後
者
の
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
が
事
後
に
な
っ
て
非
課
税
取
引
で
あ
っ
た
こ

と
を
理
由
に
否
認
さ
れ
た
場
合
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
側
の
税
額
還
付
は
自
動
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
が
争
わ
れ
た
、「Rusedespred

事
件
」（
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
一
三
年
四
月
一
一
日
判
決
）（

（（
（

を
検
証
す
る
。

【
事
実
】

二
〇
〇
九
年
八
月
、ブ
ル
ガ
リ
ア
法
人
のRusedespred

社
は
、Ｅ
社
と
の
建
物
の
売
却
・
改
修
取
引
に
つ
き
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
た
。

そ
の
後
にRusedespred

社
は
、
当
該
建
物
の
売
却
が
非
課
税
取
引
で
あ
る
と
考
え
、
建
物
の
売
却
以
外
の
取
引
に
か
か
る
付
加
価
値

税
の
計
算
を
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
付
加
価
値
税
の
申
告
を
行
っ
た
。
他
方
Ｅ
社
は
、Rusedespred

社
か
ら
送
付
さ
れ
た
右
記
イ
ン
ボ
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〇

イ
ス
を
用
い
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
税
額
に
つ
い
て
仕
入
税
額
控
除
の
請
求
を
行
っ
た
。

翌
年
、
Ｅ
社
は
課
税
当
局
の
税
務
調
査
を
受
け
、Rusedespred

社
と
の
非
課
税
に
か
か
る
取
引
に
つ
い
て
の
仕
入
税
額
控
除
を
認

め
な
い
旨
の
通
知
を
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
四
月
、
こ
の
通
知
に
し
た
が
っ
た
処
分
が
最
終
決
定
さ
れ
た
。
同
年
五
月
、
こ
の
処
分
に
合

わ
せ
てRusedespred

社
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
間
違
っ
た
税
額
を
誤
記
し
た
税
額
分
の
還
付
を
求
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
税
務
当
局
は
、

二
〇
〇
九
年
八
月
に
発
行
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
に
記
載
さ
れ
た
税
額
は
、
同
イ
ン
ボ
イ
ス
に
税
額
を
記
載
し
た
者
で
あ
るRusedesped 

社
に
よ
っ
て
納
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
還
付
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
同
社
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
国
内
裁
判
所

に
提
訴
し
た
。

提
訴
を
受
け
た
国
内
裁
判
所
は
、
以
下
の
点
の
解
釈
に
つ
き
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
て
先
決
裁
定
を
求
め
た
。

【
付
託
事
項
】

①　

イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
の
取
引
が
非
課
税
で
あ
っ
て
、（
非
課
税
を
理
由
に
当
該
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
仕
入
税
額
控
除
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
で
）
税

収
ロ
ス
の
危
険
が
除
去
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
国
内
法
に
よ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
修
正
を
な
し
え
な
い
場
合
に
、
納
税
者
は
中
立
原
則
に
も

と
づ
き
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
誤
っ
て
記
載
さ
れ
た
税
額
の
還
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

②　

中
立
原
則
と
公
平
な
取
扱
い
を
旨
と
す
る
付
加
価
値
税
共
通
ル
ー
ル
に
お
い
て
、
事
業
者
が
非
課
税
取
引
に
つ
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
中

に
誤
っ
て
税
額
を
記
載
し
て
こ
れ
を
納
付
し
、
そ
の
顧
客
側
で
は
同
じ
取
引
に
つ
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の
誤
っ
た
記
載
を
理
由
に
仕
入

税
額
控
除
権
が
否
認
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
税
務
当
局
は
付
加
価
値
税
指
令
二
〇
三
条
（
本
稿
Ⅲ
─

3
）
を
根
拠
に
イ
ン
ボ
イ
ス
作
成

側
の
事
業
者
の
還
付
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

【
先
決
裁
定
】



一
四
一

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
付
託
事
項
①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
、
付
加
価
値
税
指
令
二
〇
三
条
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。

「
付
加
価
値
税
指
令
二
〇
三
条
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
税
額
を
記
載
し
た
者
は
、
当
該
税
額
に
つ
い
て
納
税
義
務
を
負
う
。

…
同
条
が
イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
の
税
額
に
つ
い
て
納
税
義
務
を
課
し
て
い
る
の
は
、
付
加
価
値
税
指
令
一
六
七
条
以
下
に
規
定
す
る
仕

入
税
額
控
除
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
税
収
ロ
ス
の
危
険
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
る
」（

（（
（

「
イ
ン
ボ
イ
ス
に
誤
っ
て
記
載
さ
れ
た
付
加
価
値
税
の
還
付
に
つ
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
側
の
調
整
の
規
定
は
付
加
価
値
税

指
令
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
イ
ン
ボ
イ
ス
に
間
違
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
税
額
の
調
整
を
定
め
る
の
は
、
原

則
、
各
加
盟
国
で
あ
る
。
付
加
価
値
税
の
中
立
を
確
保
す
る
た
め
に
、
各
加
盟
国
は
そ
の
国
内
法
に
よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
が

善
意
で
あ
る
場
合
に
は
、
間
違
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
に
記
載
さ
れ
た
税
額
が
調
整
で
き
る
要
件
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（

（（
（

「
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
が
妥
当
な
期
限
内
に
税
収
ロ
ス
の
危
険
性
を
完
全
に
除
去
し
て
い
る
と
き
に
は
、
間
違
っ

て
イ
ン
ボ
イ
ス
に
記
載
さ
れ
た
税
額
の
調
整
に
つ
い
て
国
内
法
の
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
中
立
原
則
に
従
い
、

当
該
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
が
善
意
で
あ
る
場
合
に
は
調
整
さ
れ
う
る
。
調
整
の
可
否
が
、
税
務
当
局
の
裁
量
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。」（

（（
（

判
決
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
の
税
額
の
調
整
と
脱
税
の
可
能
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。

「
加
盟
国
は
、
適
正
な
課
税
と
徴
収
、
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
れ
ら
の
目



一
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的
を
達
す
る
の
に
必
要
な
限
度
を
超
え
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
付
加
価
値
税
の
共
通
シ

ス
テ
ム
の
基
本
原
則
で
あ
る
付
加
価
値
税
の
中
立
原
則
を
毀
損
す
る
よ
う
な
方
法
で
当
該
措
置
が
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。」（

（（
（

以
上
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
こ
れ
を
本
件
に
あ
て
は
め
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
い
て
い
る
。

「
適
用
さ
れ
る
国
内
法
に
鑑
み
れ
ば
、
税
務
当
局
が
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
の
税
額
に
つ
い
て
の
仕
入
税
額
控

除
権
を
否
認
し
た
と
し
て
も
、Rusedespred

社
が
当
該
イ
ン
ボ
イ
ス
の
訂
正
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
付
託

を
行
っ
た
裁
判
所
で
の
審
理
に
よ
れ
ば
、
税
務
当
局
は
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
の
仕
入
税
額
控
除
権
を
否
認
し
て
い
て
、
税
収
ロ
ス
の

危
険
が
完
全
に
除
去
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
誤
っ
て
記
載
さ
れ
た
税
額
の
調
整

を
イ
ン
ボ
イ
ス
の
訂
正
の
要
件
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
こ
と
は
、
税
収
ロ
ス
の
危
険
除
去
に
関
す
る
付
加
価
値
税
指
令
二
〇
三
条
の

目
的
を
踰
越
し
た
も
の
と
い
え
る
。」（

（（
（

本
判
決
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
付
加
価
値
税
が
課
税
事
業
者
の
コ
ス
ト
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
の
「
付
加
価
値

税
の
共
通
シ
ス
テ
ム
の
基
本
原
則
で
あ
る
中
立
原
則
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
適
正
な
課
税
と
仕
入
税
額
控
除
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
課
税
権
者
で
あ
る
国
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
課
税
が
確
保
さ
れ
て
い
る
う
え
で
仕
入
税
額
控
除
が
可
能
と
い
う
意
味
で
、
税
収

中
立
の
問
題
と
も
な
る
。

故
意
で
は
な
い
イ
ン
ボ
イ
ス
の
誤
記
は
不
可
避
で
あ
り
、
と
く
に
非
課
税
規
定
や
複
数
税
率
に
つ
い
て
の
判
断
の
誤
り
が
起
こ
り
や
す



一
四
三

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

い
。
あ
る
ひ
と
つ
の
課
税
取
引
に
つ
い
て
、「
課
税
」と「
仕
入
税
額
控
除
」が
表
裏
一
体
で
あ
る
以
上
、イ
ン
ボ
イ
ス
が
交
付
さ
れ
た
後
に
、

一
方
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
の
他
方
の
調
整
の
ル
ー
ル
が
必
要
に
な
る（（（
（

。
と
く
に
、
そ
の
両
者
が
同
時
に
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
ル
ー
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
に
立
法
で
対
処
し
て
い
る
の
が
ド
イ
ツ
売
上
税
法
で
あ
り
、
事
業
者
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
税
額
よ
り
も
多
い
金
額
を
イ
ン

ボ
イ
ス
に
区
分
表
示
し
た
場
合
（
軽
減
税
率
適
用
項
目
な
の
に
標
準
税
率
で
計
算
し
た
税
額
を
記
載
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
非
課
税
項
目
な
の
に
課
税

売
上
げ
と
し
て
税
額
を
記
載
し
た
場
合
な
ど
）、
表
示
さ
れ
た
税
額
で
の
納
税
義
務
を
負
う
（
同
法
一
四
ｅ
条
一
項
）。
こ
れ
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の

受
領
者
側
が
誤
記
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
、
す
で
に
仕
入
税
額
控
除
を
請
求
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る（（（
（

。

本
判
決
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
側
に
よ
る
仕
入
税
額
控
除
請
求
権
行
使
の
可
能
性
が
除
去
さ
れ
て
税
収
ロ
ス
の
危
険
が
な
い
場
合

に
、
そ
の
調
整
に
つ
い
て
の
国
内
法
規
定
の
存
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
側
の
課
税
も
調
整
さ
れ
る
こ
と
は
中
立
原
則
か
ら

の
帰
結
で
あ
り
、
税
務
当
局
の
裁
量
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
仕
入
税
額
控
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
金
券
と
し
て

の
価
値
が
あ
る
た
め
に
、
悪
意
の
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
に
よ
る
意
図
的
な
イ
ン
ボ
イ
ス
の
ね
つ
造
、
す
な
わ
ち
納
税
義
務
が
ま
っ
た
く
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
税
額
を
区
分
表
示
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
に
仕
入
税
額
控
除
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う（（（
（

。

こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
者
の
申
告
納
税
を
確
認
し
て
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
の
仕
入
税
額
控
除
を
認
め
る
と
い

う
対
策
も
あ
り
う
る
が
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
リ
バ
ー
ス
・
チ
ャ
ー
ジ
方
式
を
導
入
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
者
が
当
初
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
の
税
額
に
つ
い
て
納
付
す
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
も
の
と
諸
般
の
状
況
か
ら
判
断
さ
れ
、
か
つ
、
イ

ン
ボ
イ
ス
受
領
者
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
通
常
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
な
ら
ば
知
り
え
た
場
合
に
は
、
当
該
イ
ン
ボ
イ
ス
受



一
四
四

領
者
に
納
付
責
任（（（
（

を
転
嫁
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
売
上
税
法
二
五
ｄ
条
一
項
）。

Ⅳ　

日
本
の
「
適
格
請
求
書
」
に
関
す
る
検
討
事
項

日
本
で
も
二
〇
二
三
年
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
具
体
的

な
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
運
用
し
て
き
た
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
や

判
例
を
参
考
に
、
次
の
事
柄
に
留
意
し
て
制
度
設
計
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
前
提
と
な
る
仕
入
税
額
控
除
の
消
費
課
税
制
度
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仕
入
税

額
控
除
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
て
も
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
の
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
請
求
権
と
す
る
こ
と
を
国
に
義

務
づ
け
、「
仕
入
れ
で
負
担
し
た
税
額
が
事
業
者
の
コ
ス
ト
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
中
立
原
則
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
制
限
を

原
則
禁
止
と
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｕ
域
内
の
付
加
価
値
税
指
令
は
、
そ
の
存
在
意
義
か
ら
い
っ
て
、
基
本

原
則
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
が
あ
る
と
は
い
え
、
日
本
の
消
費
税
法
の
も
と
で
は
、
仕
入
税
額
控
除
が
納
税
義
務
者

の
権
利
な
の
か
、
課
税
権
者
の
義
務
な
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
の
か
、
ま
っ
た
く
明
ら
か
で
は
な
い
。
仕
入
税
額
控
除
の
位
置
づ

け
に
よ
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の
在
り
方
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
の
保
存
」
を
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
と
す
る
場
合
に
、
そ
れ
を
厳
格
な
実
体
要
件
と
す
る
か
、

手
続
要
件
と
す
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
軽
微
な
誤
記
は
別
と
し
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
法
定
の
形
式
を
充

足
し
て
い
な
け
れ
ば
仕
入
税
額
控
除
は
否
認
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
お
い
て
は
、
当
該
イ
ン
ボ
イ
ス
に
か
か
る
取
引
実
体
の
考
慮



一
四
五

消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

に
よ
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
不
備
が
治
癒
さ
れ
る
可
能
性
を
残
す
。
日
本
で
は
、
帳
簿
記
載
の
不
備
に
よ
る
仕
入
税
額
控
除
の
否
認
を
認

め
る
判
例
も
あ
り（（（
（

、
法
定
記
載
事
項
の
厳
守
を
重
視
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

第
三
に
、
日
本
の
消
費
税
法
に
お
け
る
「
事
業
者
」
概
念
の
見
直
し
の
必
要
性
で
あ
る
。
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
課
税
事
業

者
以
外
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、「
事
業
者
」
概
念
の
確
定
は
重
要
で

あ
る
。
違
法
な
取
引
を
行
う
者
、あ
る
い
は
反
復
継
続
し
て
販
売
行
為
を
行
う
者
（
趣
味
の
域
を
超
え
て
中
古
車
や
骨
董
品
を
売
買
す
る
者
な
ど
）

の
事
業
者
適
格
に
つ
い
て
も
、
法
律
で
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
付
加
価
値
税
指
令
九
条
一
項
の
規
定
は
有
用

で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
訂
正
手
続
に
つ
い
て
の
規
定
も
、
軽
微
な
訂
正
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
受
領
者
が
仕
入
税
額
控
除
を
行
っ
て
し

ま
っ
た
後
の
訂
正
も
含
め
て
、
詳
細
な
も
の
が
必
要
と
な
る
。
日
本
の
消
費
税
の
計
算
は
、
今
後
と
も
帳
簿
記
載
の
課
税
期
間
中
の
課
税

標
準
額
（
課
税
期
間
中
の
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の
対
価
の
額
の
合
計
額
）
と
仕
入
れ
に
か
か
る
消
費
税
の
合
計
額
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
納
税
額
や
控
除
額
算
定
の
最
重
要
手
段
に
は
な
ら
な
い
と
は
い
え
、
取
引
実
体
を
正
確
か
つ
詳

細
に
記
す
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
訂
正
手
続
に
加
え
、
訂
正
が
な
さ
れ
た
と
き
の
受
領
者
の
仕
入
税
額
控
除
と
発
行
者

の
納
税
義
務
と
の
調
整
ル
ー
ル
も
不
可
欠
で
あ
る
。

第
五
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
の
記
載
事
項
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
に
お
け
る
必
須
記
載
事
項
（
付
加
価
値
税
指
令

二
二
六
条
）
を
参
考
に
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
必
須
記
載
項
目
は
商
取
引
で
通
常
求
め
ら
れ
る
範
囲
に
と

ど
め
、
租
税
回
避
や
脱
税
を
想
定
し
た
必
要
以
上
の
項
目
を
必
須
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
事
業
者
の
事
務
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
金
額
に
応
じ
て
必
須
記
載
事
項
を
し
ぼ
っ
た
簡
易
イ
ン
ボ
イ
ス
（sim

plified invoice
、
付
加
価
値
税
指
令
二
二
〇
ａ
条
参
照
）
や
、
複
数



一
四
六

の
取
引
を
一
括
し
て
記
載
で
き
る
イ
ン
ボ
イ
ス
（sum

m
ary invoice

、 

同
指
令
二
二
三
条
参
照
）
の
検
討
も
重
要
で
あ
る
。

（
1
）
た
と
え
ば
、A

lan Schenk et al., ed., V
alue A

dded T
ax: A

 Com
prehensive A

pproach （2.ed., 2015

）, pp. 54ff.

（
2
）
森
信
茂
樹
『
抜
本
的
税
制
改
革
と
消
費
税
』（
大
蔵
財
務
協
会
、
二
〇
〇
七
）
一
八
二
頁
。

（
3
）
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
現
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
で
も
最
も
早
く
（
一
九
六
七
年
七
月
）
付
加
価
値
税
を
導
入
し
た
。
新
聞
に
つ
い
て
ゼ
ロ
税
率
を
適
用

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
最
終
消
費
者
へ
の
逆
進
効
果
の
考
慮
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
民
の
知
る
権
利
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
実
質

的
に
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
唯
一
の
単
一
税
率
国
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
現
在
の
税
率
は
二
五
％
）
と
考
え
て
よ
い
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
一

九
八
六
年
五
月
に
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
税
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
を
導
入
し
た
。
事
業
者
間
の
土
地
取
引
や
金
融
取
引
な
ど
例
外
的
な
ゼ
ロ
税
率
適
用
項
目
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
非
課
税
取
引
か
ら
生
じ
る
仕
入
税
額
控
除
の
遮
断
を
回
避
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
最
終
消
費
者
へ
の
逆
進
効
果
を
考
慮

し
た
も
の
で
は
な
く
、
導
入
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
単
一
税
率
を
維
持
し
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
現
在
の
税
率
は
一
五
％
）。

（
4
）
実
際
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
付
加
価
値
税
制
度
の
も
と
で
は
、
小
規
模
事
業
者
は
必
須
記
載
項
目
の
「
区
分
表
示
さ
れ
た
税
額
」
さ
え
記
載
し
な
け
れ

ば
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
は
可
能
で
あ
る
。
も
と
よ
り
小
規
模
事
業
者
は
、
や
は
り
必
須
記
載
項
目
で
あ
る
「
課
税
事
業
者
番
号
」
を
有
し
て
い

な
い
た
め
、
小
規
模
事
業
者
が
発
行
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
を
も
っ
て
仕
入
税
額
控
除
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
5
）
消
費
課
税
に
お
け
る
複
数
税
率
の
問
題
点
に
つ
き
、
拙
稿
「『
税
率
』
の
構
造
（
Ⅰ
）─
食
料
品
に
対
す
る
軽
減
税
率
」
税
理
五
六
巻
六
号
（
二

〇
一
三
）
一
六
一
頁
以
下
お
よ
び
「『
税
率
』
の
構
造
（
Ⅱ
）─
軽
減
税
率
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
鑑
定
書
」
税
理
五
六
巻
八
号
（
二
〇
一
三
）
六
九

頁
以
下
。

（
6
）
た
と
え
ば
、
二
〇
一
六
年
九
月
八
日
付
の
東
京
商
工
会
議
所
「
平
成
二
九
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
」
一
二
頁
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入

は
「
五
〇
〇
万
者
を
超
え
る
免
税
事
業
者
（
筆
者
注
：
小
規
模
事
業
者
を
い
う
）
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
…
軽
減
税
率
制
度

の
導
入
後
、
十
分
な
期
間
を
設
け
、
廃
止
を
含
め
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
7
）Council D

irective 2006/112/EC of 28 N
ovem

ber 2006.  
こ
れ
は
、
一
八
七
七
年
の
付
加
価
値
税
指
令
（
い
わ
ゆ
る
「
第
六
次
付
加
価

値
税
指
令
」
を
全
面
的
に
整
理
・
改
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
こ
の
指
令
の
定
め
る
枠
組
み
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
に
よ
っ

て
付
加
価
値
税
の
課
税
・
徴
収
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
。

（
8
）
本
稿
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
を
め
ぐ
る
欧
州
司
法
裁
判
所
判
例
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
付
加
価
値
税
に
関
す
る
最
近
の
重
要
判
例
を
リ
ス
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消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

ト
と
と
も
に
解
説
し
て
い
る Ernst &

 Y
oung, Rechtsprechungsreport zur U

m
satzszeuer: Praxisrelevante Entscheidung des 

EuGH
 im

 Zeitraum
 01.01.2011-31.12.2015 und zurzeit anhängige V

erfahren, D
er Betgrieb （M

ärz 2016

）, 1ff. 

に
拠
っ
た
。

（
9
）
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
各
制
度
の
近
接
が
は
か
ら
れ
る
。
庄
司
克
宏
『
新
Ｅ
Ｕ
法
・
基
礎
篇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
）

一
四
四
─
一
四
九
頁
に
お
い
て
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
決
付
託
手
続
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
書
で
は
、prelim

inary ruling

を
「
先
決
判

決
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
はruling 

とjudgem
ent

の
違
い
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
「
先
決
裁
定
」
の
訳
語
を
用
い
る
。

（
10
）
本
稿
の
付
加
価
値
税
指
令
の
各
条
文
は
、
筆
者
の
和
訳
に
よ
る
。

（
11
）
こ
の
独
立
性
は
、
雇
用
契
約
ま
た
は
労
働
条
件
・
報
酬
・
雇
用
者
の
義
務
に
関
す
る
労
使
関
係
に
関
す
る
そ
の
他
の
法
的
取
決
め
に
よ
っ
て
被

用
者
と
し
て
雇
用
者
に
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
（
同
指
令
一
〇
条
）。

（
12
）
日
本
の
現
行
消
費
税
法
の
も
と
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
類
似
す
る
の
が
請
求
書
で
あ
る
が
（
同
法
三
〇
条
七
項
・
九
項
一
号
）、
そ
の
必
須
記
載
事

項
と
付
加
価
値
税
指
令
二
二
六
条
の
必
須
記
載
事
項
と
比
較
す
る
と
、
日
本
で
必
須
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
税
率
と
本
体
価
格
と
は
区
分
し

て
表
示
さ
れ
た
税
額
（
現
行
法
の
も
と
で
は
単
一
税
率
で
あ
る
こ
と
が
主
な
理
由
）、
課
税
事
業
者
番
号
（
現
行
法
の
も
と
で
は
課
税
事
業
者
届
出

制
度
が
な
い
た
め
）
お
よ
び
帳
簿
の
作
成
者
お
よ
び
受
領
者
の
住
所
で
あ
る
。

（
13
）
付
加
価
値
税
指
令
二
一
四
条
は
、
加
盟
国
に
課
税
事
業
者
番
号
制
度
の
導
入
を
義
務
づ
け
る
規
定
で
あ
る
。

（
14
）
付
加
価
値
税
指
令
一
三
八
条
は
、
域
内
で
の
物
品
の
供
給
（intra-Com

m
unity transaction

）
の
非
課
税
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

（
15
）
新
車
、
新
規
の
船
舶
・
航
空
機
な
ど
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
仕
向
地
国
課
税
が
行
わ
れ
る
。

（
16
）
付
加
価
値
税
納
付
額
計
算
の
特
例
の
ひ
と
つ
で
、
販
売
価
格
か
ら
仕
入
価
格
を
控
除
し
た
金
額
に
税
率
を
乗
じ
る
。
課
税
事
業
者
で
な
い
個
人

か
ら
の
仕
入
れ
が
多
い
業
種
（
中
古
品
や
骨
董
品
販
売
な
ど
）
に
適
用
さ
れ
る
。

（
17
）
「
課
税
事
実
」
と
は
、
そ
の
事
実
に
よ
っ
て
付
加
価
値
税
の
課
税
要
件
が
充
足
さ
れ
る
も
の
を
い
う
（
同
指
令
六
二
条
一
項
）。

（
18
）
日
本
の
消
費
税
法
の
も
と
で
は
、
納
税
義
務
は
課
税
売
上
げ
ご
と
に
成
立
す
る
が
（
国
税
通
則
法
一
五
条
二
項
七
号
）、
申
告
納
税
は
各
課
税
売

上
げ
を
課
税
標
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
課
税
期
間
中
の
課
税
売
上
げ
の
合
計
金
額
を
基
礎
に
し
て
（
こ
れ
を
「
課
税
標
準
額
」
と
称
す
る
）、
課

税
売
上
げ
に
か
か
る
消
費
税
が
計
算
さ
れ
る
。

（
19
）
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
現
在
の
日
本
の
消
費
税
率
八
％
は
、
国
税
六
・
三
％
、
地
方
消
費
税
一
・
七
％
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
日
よ
り

税
率
一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
税
七
・
八
％
、
地
方
消
費
税
二
・
二
％
で
あ
る
。



一
四
八

（
20
）
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
に
欧
州
司
法
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
事
件
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、Fabiola A

nnacondia ed., E
U

 
V

A
T

 Com
pass 2005/2016 （2015

）, pp. 241

─269

に
よ
る
。

（
21
）C-123/87.

（
22
）
法
務
官Sir Gordon Slynn

に
よ
る
意
見
書
。European Court Reports, pp. 4517 （1988

）.　

こ
の
法
務
官
意
見
書
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
も
の
と
し
て
、Ben T

erra/Julie K
ajus, A

 G
uide to the E

uropean V
A

T
 （vol. 1,  2015

）, p. 1397.

（
23
）
法
務
官
意
見
書
（
注（
22
）） p. 4534.

（
24
）
取
引
台
帳
へ
の
不
記
載
の
ほ
か
、
架
空
の
住
所
や
付
加
価
値
税
番
号
の
記
載
や
、
同
一
氏
名
の
人
物
の
署
名
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
不
備

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
25
）
判
決
文
（
注（
21
））、 paragraphs 15 &

 17.

（
26
）
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
で
は
、
課
税
事
業
者
で
な
い
事
業
者
（
小
規
模
事
業
者
ま
た
は
個
人
）
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
仕
入
税
額
控
除

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
仕
入
先
事
業
者
が
当
該
仕
入
れ
を
課
税
売
上
げ
と
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
27
）C-280/10.

（
28
）
こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
本
稿
Ⅲ
─

1
参
照
。

（
29
）Paragraphs 29

─30.

（
30
）Paragraphs 31

─32.

（
31
）Paragraphs 41 &
 43.

（
32
）Paragraphs 44

─45.

（
33
）
付
加
価
値
税
（
消
費
税
）
の
中
立
原
則
は
、
近
接
す
る
国
家
間
で
消
費
税
率
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
競
争
中
立
性
（com

petitive neutrality

）

の
問
題
、
業
種
に
よ
っ
て
税
額
転
嫁
や
仕
入
税
額
控
除
に
伴
う
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
る
競
争
阻
害
に
対
す
る
中
立
性
（fiscal neutrality

）

な
ど
種
々
の
局
面
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
中
立
原
則
と
は
、
消
費
課
税
の
根
源
的
な
中
立
性
、
す
な
わ
ち
「
消
費
税
が
事
業
者
に
と
っ
て
コ
ス

ト
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
の
中
立
性
で
あ
る
。
中
立
原
則
に
つ
き
、
拙
稿
「
消
費
課
税
の
基
本
原
則
─
『
中
立
原
則
』
の
意
義
」

税
理
五
七
巻
三
号
（
二
〇
一
四
）
一
一
一
頁
以
下
。

（
34
）C-324/11.
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消
費
課
税
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
機
能
と
課
題
（
西
山
）

（
35
）Paragraphs 26

─28.
（
36
）Paragraph 30.

（
37
）Paragraph 31

─32.

（
38
）
「Péter D

ávid

事
件
」（
欧
州
司
法
裁
判
所
二
〇
一
二
年
六
月
二
一
日
判
決
、C-142/11

）

（
39
）Paragraph 38

─39.

（
40
）C-138/12.

（
41
）Paragraphs 21 &

 23.

（
42
）Paragraphs 25
─26.

（
43
）Paragraph 27.

（
44
）Paragraph 28

─29.

（
45
）Paragraphs 32

─35.

（
46
）
日
本
の
消
費
税
法
の
も
と
で
の
請
求
書
等
の
不
備
と
修
正
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
消
費
税
法
に
お
け
る
要
件
事
実
論
の
意
義
」
伊
藤
滋
夫
／
岩
﨑

政
明
『
租
税
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
論
の
展
開
』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
六
）
三
九
九
─
四
〇
一
頁
。

（
47
）
逆
に
、
誤
っ
て
少
な
い
税
額
を
イ
ン
ボ
イ
ス
に
区
分
表
示
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
明
文
規
定
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
法
律
に
適
合
し
た
課
税

が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
の
税
額
で
な
く
、
法
定
の
税
率
に
よ
っ
て
納
税
額
が
計
算
さ
れ
る
。

（
48
）
こ
の
よ
う
な
手
口
を
利
用
し
た
脱
税
ス
キ
ー
ム
（
い
わ
ゆ
る
「
カ
ル
セ
ー
ル
・
ス
キ
ー
ム
」）
が
、
単
一
市
場
の
完
成
後
に
蔓
延
し
て
い
る
。
こ

の
脱
税
ス
キ
ー
ム
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
域
内
自
由
移
動
の
原
則
を
悪
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
、
こ
の
脱
税
ス
キ
ー
ム
に
は
小
型
で
高
価

な
物
品
（
携
帯
電
話
な
ど
）
が
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
権
取
引
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）
ド
イ
ツ
売
上
税
法
で
は
、「
納
税
義
務
（Steuerpflicht

）」
で
な
く
「
納
付
責
任
（H

aftung der Steuer

）」
と
し
て
い
る
。

（
50
）
帳
簿
の
仮
名
記
載
に
関
す
る
東
京
地
判
平
成
九
年
八
月
二
八
日
判
決
（
行
集
四
八
巻
七
＝
八
号
六
〇
〇
頁
）
参
照
。
同
判
決
は
、
控
訴
審
お
よ

び
上
告
審
と
も
に
第
一
審
判
決
を
支
持
し
、
納
税
者
敗
訴
で
確
定
し
て
い
る
。

（
51
）
Ｅ
Ｕ
域
内
の
付
加
価
値
税
を
「
伝
統
的
消
費
税
」
と
す
れ
ば
、
こ
れ
の
発
展
形
と
も
い
え
る
「
現
代
的
消
費
税
」
と
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
税
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
必
須
記
載
事
項
は
Ｅ
Ｕ
域
内
の
共
通
ル
ー
ル
の
そ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ



一
五
〇

ン
ド
の
イ
ン
ボ
イ
ス
記
載
事
項
に
つ
き
、
拙
稿
「
消
費
税
の
税
率
構
造
と
イ
ン
ボ
イ
ス
─
伝
統
的
消
費
税
と
現
代
的
消
費
税
か
ら
の
示
唆
」
税
理

五
九
巻
五
号
（
二
〇
一
六
）
七
頁
。
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学
術
振
興
会
の
科
研
費
（26380048

）
の
助
成
を
得
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教
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